
アサヒビール工場跡地について②

現在の状況と、私の考えをご報告します。

■跡地問題の経過と、私の考え
　今村新市長は就任後、跡地に関連して

●24時間・365日受入可能な小児救急体制の

整備・分娩可能な産科の強化等、本市の医療

環境向上のため県・市立病院の統合を目指す

　⇒そのための候補地は市有地に２ヶ所存在

●跡地への移転候補施設とされていた体育館・

消防署は現地での建替が可能

等の考えを示しました。これによって従来、市が

跡地購入を必要としてきた主な根拠は否定され

ました。しかしながら、その後も議会の多数派が

跡地の取得を求め続けた結果、市は「土地所有

者との協議が整った場合、県・市統合病院の建

設候補地の一つとして土地を購入する(資料①

参照）」という提案を示し、議会も全会一致で賛

成しました。これによって、「市長の私案」という

面が強かった「県・市統合病院の実現を目指す」

という方向が市全体の方針となりました。これは

市内医療環境の向上という観点から、大きな成

果だと言えます。また市は土地所有者との協議

に際して、以下の条件を示しています。

●跡地を統合病院以外で使用することはない

●統合病院が実現しない場合、もしくは実現し

ても場所が跡地以外に決定した場合、跡地は現

在の土地所有者が買い戻す

　私は、こうした状況を踏まえ、

●提示された条件は土地所有者にとって厳しい

内容であり、交渉が成立するか自体、不透明

●統合病院が実現した場合の建設地は、土地

購入費が不要であり、より安価に建設可能な市

有地が選ばれる可能性が高い

　⇒仮に市が一旦、跡地を取得しても、最終的に

　　は土地所有者が買い戻す可能性が高い

と考えています。市が条件を厳守した上で、跡地

以外の土地での統合病院建設を実現できるよう、

指摘・提案を続けてまいります。
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【資料①】土地所有者と協議中の土地の位置図

■現状の問題点
　本市は平成15年に全国初の環境学習都市宣

言を行いました。市は、宣言の中で「私たちは、く

らしと社会を見直し、資源やエネルギーを大切に

した循環型都市を築きます」と謳っています。しか

しながら現実には

●計画に掲げた太陽光発電電力量の達成は難

しい状況(資料②参照)

●公共施設への太陽光発電設備の設置が進ん

でおらず、市の熱意も低い(資料③参照）

等、宣言にふさわしい取組みは進んでいません。

■市が先頭に立って、取り組むべきです！
　現在、多くの自治体において保有する土地･施

設等を利用した太陽光発電設備の整備が進め

られています。とりわけ先進的な自治体で行わ

れている以下の取組みは興味深い内容です。

●市が利用していない土地、公共施設の屋根・

屋上、貯水池等を民間事業者に貸し出す

●民間事業者は、市から借りた土地で太陽光

発電事業を行い、固定価格買取制度に基づき

売電して収入を得、設置費用や運営費用を賄う

　自治体にとって、こうした事業には

●市が太陽光発電設備の設置・運営費用等を

負担する必要がない

●現在、利用していない土地等を民間事業者に

貸し出すことで、賃料収入が得られる

●環境に配慮したまちづくりを進めることができる

等、様々な利点があり、本市においても積極的

に進めるべきです。加えて、こうして得た知識・

経験を基に屋根等への太陽光発電設備設置を

求めるマンション・企業等、民間の施設保有者と

太陽光発電設備設置事業者とのマッチング事業

を推進するべきです。市は、私が指摘した内容を

認め、積極的な取組みを進めることを約束しまし

た。今後の展開を注視してまいります。

議会での質疑のご報告①

環境学習都市宣言に相応しいまちづくりのために

市が先頭に立って、「資源やエネルギーを大切にした
循環型都市」実現に向けた取組みを進めるべきです！

【資料②】市内の太陽光発電電力量

【資料③】市内公共施設における太陽光発電設備の整備状況(2013年度末時点)
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